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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社グループは、平成24年３月期第２四半期にかかる決算処理の状況を踏まえ、平成23年９月27日に「業

績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました平成24年３月期第２四半期累計期間（平成23年４

月１日～平成23年９月30日）の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。尚、

通期（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の連結業績予想につきましては、前回予想を据え置かせて

いただきます。 

 

 

記 

 

１．平成 24 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 

          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純 利 益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 11,500 150 120 900 9,041 円 59 銭 

今回修正予想（Ｂ） 11,000 150 100 1,300 13,059円68銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △500 0 △20 400 ― 

増減率（％） △4.3％ ― △16.7% 44.4% ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 
8,983 276 265 764 38,428円46銭 

 

＜業績修正の概要＞ 

上記の第２四半期累計期間における今回の連結業績予想数値は、日本マニュファクチャリングサービ

ス株式会社（以後ｎｍｓ）及び株式会社志摩電子工業（及び株式会社志摩電子工業の子会社３社との連

結、以後志摩グループという）の期間業績と株式会社テーケィアール（及び株式会社テーケィアールの

子会社８社、以後ＴＫＲグループという）の平成23年６月末貸借対照表に基づき算定しております。即

ち、ＴＫＲグループは、第３四半期会計期間より期間損益を連結財務諸表に取り込むこととなっている

ことから、経営統合における「負ののれん」（特別利益）についてのみ、第２四半期累計期間の財務諸

表に反映させております。尚、「負ののれん」は、ＴＫＲ株式取得価額とＴＫＲグループの持分時価純

資産額との差異を表すものであります。 

当該期間でのｎｍｓ、志摩グループの業績は、前期末において発生した東日本大震災の直接的、間接
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的影響を受け、加えてクライアントである日系メーカー各社を取り巻く経済環境が円高等、極めて厳し

い状況にあったことから、期初においては保守的な業績予想を行いました。その後、グループを挙げて

の営業活動が奏功し、６月より大幅に業績回復したことを受け、８月１日業績上方修正を実施し、さら

に９月27日にはＴＫＲグループとの経営統合に伴う業績上方修正を行い、今回、本年度において３回目

となる業績上方修正を行うこととなりました。 

尚、通期の見通しにつきましてはタイで生じた大規模洪水の日系メーカーへの影響を見極めた上で、

修正の必要が生じた場合には速やかに発表を行うことといたします。現時点では、マイナスの影響もあ

りますが、一方でタイ工場からの代替生産地として当社グループの重点展開する日本の東北地方、マレ

ーシア等が候補に挙げられることが多く、プラス効果も一定規模で見込めるものと予想しております。 

 

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 

この資料に記載されております業績予想数値につきましては、現時点で入手可能な情報による判断及

び仮定に基づき算定しており、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等は、

この資料に記載されている予想とは異なる可能性があることをご承知おきください。 

 

 

以 上  


